
 

 

「精神障害者である短時間労働者の雇用に関する実態調査 

～雇用率算定方法の特例が適用される労働者を中心として～」 

（調査研究報告書 No.161） 

 

「正誤表」 

 
2022 年３月に印刷いたしました「精神障害者である短時間労働者の雇用に関する実態調査～雇用率算定方法

の特例が適用される労働者を中心として～」（調査研究報告書 No.161）について、集計結果等の誤りがあること

が判明いたしました。 

当該報告書（印刷版）について、以下のとおり、訂正し、お詫び申し上げます。 

なお、当機構ホームページに掲載されているダウンロード版の PDF ファイルは修正を反映したものです。 

  



【第４章】項目：年齢と性別 

  

 

 

  

ページ 該当箇所 正 誤 

P.252 表４－２  

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20歳未満 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60歳以上 不明 計

男性 0 37 49 62 39 6 0 193

0.0% 19.2% 25.4% 32.1% 20.2% 3.1% 0.0% 100.0%

女性 2 26 45 55 27 1 0 156

1.3% 16.7% 28.8% 35.3% 17.3% 0.6% 0.0% 100.0%

不明 1 1 0 1 2 0 0 5

20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 100.0%

計 3 64 94 118 68 7 0 354

0.8% 18.1% 26.6% 33.3% 19.2% 2.0% 0.0% 100.0%

20歳未満 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60歳以上 不明 計

男性 0 37 50 62 39 6 0 194

0.0% 19.1% 25.8% 32.0% 20.1% 3.1% 0.0% 100.0%

女性 2 26 44 55 27 1 0 155

1.3% 16.8% 28.4% 35.5% 17.4% 0.6% 0.0% 100.0%

不明 1 1 0 1 2 0 0 5

20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 100.0%

計 3 64 94 118 68 7 0 354

0.8% 18.1% 26.6% 33.3% 19.2% 2.0% 0.0% 100.0%



【第４章】項目：精神障害者保健福祉手帳の申請理由 

 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.255 L.6～７ なお、いずれの項目の選択もなかった者が６名おり、これらを除いた 348 

名を分析対象とした。 

なお、いずれの項目の選択もなかった者が 110 名おり、これらを除いた

244 名を分析対象とした。 

表４－５  

 

 

 

 

 

P.256 図４－５ 

  

L.1～5 「精神疾患等の不調のため」が最も多く、有効回答数の７割を超える

249 名（71.6％）が選択していた。 「就職に必要と考えたから」が２番目に 

多く、有効回答の約４割である 137 名（39.4%）が選択していた。次いで、

「職場で配慮を得られると考えたから」が 99 名（28.4%）、「雇用継続に必要

と考えたから」が 74 名（21.3 ％）であった。  

一方で、「その他」は 52 名（14.9 %）であり、必ずしも少なくない。 

「就職に必要と考えたから」が最も多く、有効回答の半数を超える137名

（56.1%）が選択していた。次いで、「職場で配慮を得られると考えたから」

が 99 名（40.6%）、「雇用継続に必要と考えたから」が 74 名（30.3%）であっ

た。「精神疾患等の不調のため」は 25名（10.2%）で、「その他」以外の項目

中では最も少なかった。 

 一方で、「その他」は 52 名（21.3%）であり、必ずしも少なくない。 

精神疾患等の不調のため 249 71.6%

就職に必要だと考えたから 137 39.4%

職場で配慮を得られると考えたから 99 28.4%

雇用の継続に必要だと考えたから 74 21.3%

その他 52 14.9%

複数選択（人，n=348）

137 56.1%

99 40.6%

74 30.3%

25 10.2%

52 21.3%

複数回答（人，n=244）

就職に必要と考えたから

職場で配慮を得られると考えたから

雇用継続に必要と考えたから

精神疾患等不調のため

その他

14.9%

21.3%

28.4%

39.4%

71.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

その他

雇用の継続に必要だと考えたから

職場で配慮を得られると考えたから

就職に必要だと考えたから

精神疾患等の不調のため

その他



【第４章】 項目：相談相手 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.261 表４－９ 

  

図４－10 

  

P.262 L.2  「就労移行支援事業所」（153 名、43.6％）、「就業・生活支援センター」

（130 名，37.0％）といった 

「就労移行支援事業所」（153 名、43.6％）、「就業・生活支援センター」

（129 名，36.8％）といった 



【第４章】項目：障害の開示の有無 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.264 図４－12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P264 L.1 現在の職場への就職以前に精神障害者保健福祉手帳を開示して働い

た経験があると回答した参加者は、103 名（36.7％）であった。一方、開示

せずに働いていた参加者は、135 名（48.0％）であり、約半数であった。 

現在の職場への就職以前に精神障害者保健福祉手帳を開示して働い

た経験があると回答した参加者は、102 名（36.3％）であった。一方、開示

せずに働いていた参加者は、135 名（48.0％）であり、約半数であった。 

 

  



【第４章】項目：変更前の雇用形態 

ページ 該当箇所 正 誤 

P270 表４－14  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L.1～3 労働時間の変更に伴って、９名（12.3%）４の者に対する雇用形態の変更

が行われていた。変更内容で最も多かったのは正社員からパート社員へ

の変更で３名（4.1%）、次いで多かったのがその他から契約社員への変更

で２名（2.7%）であった。しかし、大半は変更がなかった（64 名，87.7%）。 

労働時間の変更に伴って、10 名（13.7%）4 の者に対する雇用形態の変

更が行われていた。変更内容で最も多かったのは正社員からパート社員

への変更で３名（4.1%）、次いで多かったのがその他から契約社員への変

更で２名（2.7%）であった。しかし、大半は変更がなかった（63 名，86.2%）。 

脚注 脚注 労働時間の変更に伴って雇用形態に変更が生じた人の割合を、表

４-14に示した通りの数値で足し上げると 12.4%になるが、雇用形態に変更

のあった９名について、労働時間に変更のあった者の合計である 73 名で

除した割合は 12.329%であり、小数点第１位までの表記にすると 12.3%であ

る。この 12.4%と 12.3%の間の 0.1%の差は、小数点以下の数値を切り上げ

る際の「丸め誤差」である。 

脚注 労働時間の変更に伴って雇用形態に変更が生じた人の割合を、表

４-14に示した通りの数値で足し上げると 13.8%になるが、雇用形態に変更

のあった 10 名について、労働時間に変更のあった者の合計である 73 名

で除した割合は13.698%であり、小数点第１位までの表記にすると 13.7%で

ある。この 13.8%と 13.7%の間の 0.1%の差は、小数点以下の数値を切り上

げる際の「丸め誤差」である。 

 

変更前 現在

正社員 パート社員 3 4.1%

契約社員 アルバイト社員 1 1.4%

その他 1 1.4%

パート社員 正社員 1 1.4%

その他 契約社員 2 2.7%

パート社員 1 1.4%

アルバイト社員 1 1.4%

契約社員 契約社員 1 1.4%

パート社員 パート社員 21 28.8%

アルバイト社員 アルバイト社員 1 1.4%

その他 その他 3 4.1%

無回答 嘱託社員 1 1.4%

契約社員 4 5.5%

パート社員 25 34.2%

アルバイト社員 5 6.8%

その他 1 1.4%

無回答 1 1.4%

73 100.0%合計

特例適用者数(人)

変

更

あ

り

変

更

な

し

変更前 現在

正社員 パート社員 3 4.1%

契約社員 アルバイト社員 1 1.4%

その他 1 1.4%

パート社員 正社員 1 1.4%

その他 契約社員 2 2.7%

パート社員 1 1.4%

契約社員 契約社員 1 1.4%

パート社員 パート社員 21 28.8%

アルバイト社員 アルバイト社員 2 2.7%

その他 その他 3 4.1%

無回答 嘱託社員 1 1.4%

契約社員 4 5.5%

パート社員 25 34.2%

アルバイト社員 5 6.8%

その他 1 1.4%

無回答 1 1.4%

73 100.0%合計

特例適用者数(人)

変

更

あ

り

変

更

な

し



【第４章】項目：希望していた職種か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.274 

 

図４－21   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L.6～8 希望していた職種だったと回答した者は 201 名（56.8%）であり、半数を

超えていた。これに対し、希望していた職種以外だったと回答した者は 35

名（9.9%）であった。どちらでもないと回答した者は 110 名（31.1%）であっ

た。 

希望していた職種だったと回答した者は 201 名（56.8%）であり、半数を超

えていた。これに対し、希望していた職種以外だったと回答した者は36名

（10.2%）であった。どちらでもないと回答した者は 109名（30.8%）であった。 



【第４章】項目：希望していた職務か（職種ごとの希望職種か否か） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.274 表４－17  

 

 

 

 

 

 

 

 

P.275 図４－22  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

運搬・清掃・包装等 80 58.4% 15 10.9% 42 30.7% 137 100.0%

事務 54 67.5% 10 12.5% 16 20.0% 80 100.0%

生産工程 17 43.6% 0 0.0% 22 56.4% 39 100.0%

サービス 20 64.5% 3 9.7% 8 25.8% 31 100.0%

販売 6 50.0% 2 16.7% 4 33.3% 12 100.0%

専門・技術 7 70.0% 0 0.0% 3 30.0% 10 100.0%

農林漁業 4 44.4% 0 0.0% 5 55.6% 9 100.0%

その他 11 47.8% 3 13.0% 9 39.1% 23 100.0%

合計 199 58.4% 33 9.7% 109 32.0% 341 100.0%

希望どおり 希望以外 どちらでもない 合計

運搬・清掃・包装等 80 58.4% 16 11.7% 41 29.9% 137 100.0%

事務 54 67.5% 10 12.5% 16 20.0% 80 100.0%

生産工程 17 43.6% 0 0.0% 22 56.4% 39 100.0%

サービス 20 64.5% 3 9.7% 8 25.8% 31 100.0%

販売 6 50.0% 2 16.7% 4 33.3% 12 100.0%

専門・技術 7 70.0% 0 0.0% 3 30.0% 10 100.0%

農林漁業 4 44.4% 0 0.0% 5 55.6% 9 100.0%

その他 11 47.8% 3 13.0% 9 39.1% 23 100.0%

合計 199 58.4% 34 10.0% 108 31.7% 341 100.0%

希望どおり 希望以外 どちらでもない 合計



【第４章】項目：職務満足度（希望の職務か否かの別による職務満足度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.276 L.7 有意な差が確認された（χ2 (2)=39.901,p<0.01）。 有意な差が確認された（χ2 (2)=39.848,p<0.01）。 

P.277 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－24  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【第４章】項目：現在の労働時間区分（労働時間の満足度） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.278 表４－20   

P.279 図４－26  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.279 L.1 労働時間を「満足」とする回答（「とても満足」＋「やや満足」）は、276 名

（78.0%）であり、８割弱が現在の労働時間に満足していた。 

労働時間を「満足」とする回答（「とても満足」＋「やや満足」）は、274 名

（77.4%）であり、８割弱が現在の労働時間に満足していた。 

 

  

満足計 274 77.4%

不満足計 78 22.0%

とても満足 106 29.9%

やや満足 168 47.5%

やや不満足 67 18.9%

全く不満足 11 3.1%

無回答 2 0.6%

合計 354 100.0%

満足計 276 78.0%

不満足計 76 21.5%

とても満足 106 29.9%

やや満足 170 48.0%

やや不満足 65 18.4%

全く不満足 11 3.1%

無回答 2 0.6%

合計 354 100.0%



【第４章】項目：現在の収入①（現在の収入、収入源の数） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.280 表４－22 

  

P.281 図４－28  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４－23  

 

 

 

 

 

 

 

 

特例適用者（n=351）

204 58.1%

166 47.3%

49 14.0%

8 2.3%

24 6.8%その他

現在の収入(複数選択可)

障害基礎年金

家族の収入

賃金以外の収入はない

勤務以外の個人収入

賃金のみ 49 13.8%

１つ 209 59.0%

２つ 86 24.3%

３つ 7 2.0%

無回答 3 0.8%

合計 354 100.0%

賃金のみ 50 14.1%

１つ 208 58.8%

２つ 87 24.6%

３つ 6 1.7%

無回答 3 0.8%

合計 354 100.0%



【第 4章】項目：現在の収入②（収入源の数、収入源の数ごとの賃金満足度） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.281 図４－29  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.282 L.1～5 賃金以外に「障害基礎年金」を得ている者が 204 名（58.1%）、「家族の

収入」がある者が 166 名（47.3%）であった。一方、「賃金以外の収入はな

い」者は、49 名（14.0%）であった。「勤務以外の個人収入」がある者は少な

く、8 名（2.3%）であった。「その他」の収入については、24 名（6.8%）であっ

たが、その内容は、障害厚生年金、生活保護、遺族年金、児童手当等が

含まれた。また、賃金以外の収入源が１つある者は 209 名（59.0%）で半数

を超えた。 

賃金以外に「障害基礎年金」を得ている者が 203 名（57.8%）、「家族の

収入」がある者が 166 名（47.3%）であった。一方、「賃金以外の収入はな

い」者は、50 名（14.2%）であった。「勤務以外の個人収入」がある者は少な

く、７名（2.0%）であった。「その他」の収入については、24 名（6.8%）であっ

たが、その内容は、障害厚生年金、生活保護、遺族年金、児童手当等が

含まれた。また、賃金以外の収入源が１つある者は 208 名（58.8%）で半数

を超えた。 

表４－24  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答 合計

賃金のみ 6 18 16 9 0 49

12.2% 36.7% 32.7% 18.4% 0.0% 100.0%

１つ 31 96 59 23 0 209

14.8% 45.9% 28.2% 11.0% 0.0% 100.0%

２つ 17 29 31 7 2 86

19.8% 33.7% 36.0% 8.1% 2.3% 100.0%

３つ 2 3 1 1 0 7

28.6% 42.9% 14.3% 14.3% 0.0% 100.0%

無回答 0 2 0 0 1 3

0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 100.0%

合計 56 148 107 40 3 354

15.8% 41.8% 30.2% 11.3% 0.8% 100.0%

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答 合計

賃金のみ 6 18 17 9 0 50

12.0% 36.0% 34.0% 18.0% 0.0% 100.0%

１つ 31 96 58 23 0 208

14.9% 46.2% 27.9% 11.1% 0.0% 100.0%

２つ 18 29 31 7 2 87

20.7% 33.3% 35.6% 8.0% 2.3% 100.0%

３つ 1 3 1 1 0 6

16.7% 50.0% 16.7% 16.7% 0.0% 100.0%

無回答 0 2 0 0 1 3

0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 100.0%

合計 56 148 107 40 3 354

15.8% 41.8% 30.2% 11.3% 0.8% 100.0%



【第 4章】項目：現在の収入③（収入源の数ごとの賃金満足度） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.282 図４－30  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.283 L.1～6 現在の賃金を「満足」とする割合（「とても満足」＋「やや満足」）は、「賃

金のみ」（賃金以外の収入が０）の者で 49.0% 、賃金以外に１つの収入が

ある者で 60.8% 、賃金以外に２つの収入がある者で 53.5% 、賃金以外に

３つの収入がある者で 71.4% であった。賃金のみの場合に比べ、賃金以

外の収入がある場合の方が満足度は高いように見える。そこで、賃金以外

の収入源数で４つのグループに分け（０，１，２，３）、そのグループ間で賃

金満足度の回答に差があるか確認するため、クラスカル・ウォリス検定を行

ったところ、グループ間での差は有意ではなかった（ χ2 (3)=3.02 

5,p>0.05）。 

現在の賃金を「満足」とする割合（「とても満足」＋「やや満足」）は、「賃

金のみ」（賃金以外の収入が０）の者で 48.0% 、賃金以外に１つの収入が

ある者で 61.1% 、賃金以外に２つの収入がある者で 54.0% 、賃金以外に

３つの収入がある者で 66.7% であった。賃金のみの場合に比べ、賃金以

外の収入がある場合の方が満足度は高いように見える。そこで、賃金以外

の収入源数で４つのグループに分け（０，１，２，３）、そのグループ間で賃

金満足度の回答に差があるか確認するため、クラスカル・ウォリス検定を行

っ た と こ ろ 、 グ ル ー プ 間 で の 差 は 有 意 で は な か っ た （ χ2 

(3)=2.961,p>0.05）。 

 

  



【第４章】項目：職場環境の働きやすさ 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.287 表４－29  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-35  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L.1～3 現在の職場環境について、「働きやすい」（「働きやすい」＋「まあ働きや

すい」）と回答した者は 307 名（86.7%）であり、「働きにくい」（「あまり働きや

すくない」＋「働きにくい」）と回答した者は 37 名（10.5%）であった。 

現在の職場環境について、「働きやすい」（「働きやすい」＋「まあ働きや

すい」）と回答した者は 306 名（86.4%）であり、「働きにくい」（「あまり働きや

すくない」＋「働きにくい」）と回答した者は 38 名（10.7%）であった。 

 

 

  

働きやすい計 307 86.7%

働きにくい計 37 10.5%

働きやすい 133 37.6%

まあ働きやすい 174 49.2%

あまり働きやすくない 25 7.1%

働きにくい 12 3.4%

その他 10 2.8%

無回答 0 0.0%

合計 354 100.0%

働きやすい計 306 86.4%

働きにくい計 38 10.7%

働きやすい 133 37.6%

まあ働きやすい 173 48.9%

あまり働きやすくない 26 7.3%

働きにくい 12 3.4%

その他 10 2.8%

無回答 0 0.0%

合計 354 100.0%



【第４章】項目：配慮事項① 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.289 表４-32  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.290 図４-37  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あり なし 不必要 無回答 合計

324 17 8 5 354

91.5% 4.8% 2.3% 1.4% 100.0%

310 13 27 4 354

87.6% 3.7% 7.6% 1.1% 100.0%

253 52 40 9 354

71.5% 14.7% 11.3% 2.5% 100.0%

245 71 31 7 354

69.2% 20.1% 8.8% 2.0% 100.0%

212 65 57 20 354

59.9% 18.4% 16.1% 5.6% 100.0%

206 64 79 5 354

58.2% 18.1% 22.3% 1.4% 100.0%

87 73 179 15 354

24.6% 20.6% 50.6% 4.2% 100.0%
感覚過敏への配慮

業務指導・相談に関

する担当者の配置

通院・体調への休

憩・休暇等の配慮

業務手順等のわかり

やすい指示・明確化

本人の状況に応じた

業務量調整

同僚への必要な配慮

の説明

静かな休憩場所の確

保

あり なし 不必要 無回答 合計

324 17 8 5 354

91.5% 4.8% 2.3% 1.4% 100.0%

310 13 27 4 354

87.6% 3.7% 7.6% 1.1% 100.0%

253 52 40 9 354

71.5% 14.7% 11.3% 2.5% 100.0%

245 71 31 7 354

69.2% 20.1% 8.8% 2.0% 100.0%

212 65 57 20 354

59.9% 18.4% 16.1% 5.6% 100.0%

205 64 79 6 354

57.9% 18.1% 22.3% 1.7% 100.0%

87 73 179 15 354

24.6% 20.6% 50.6% 4.2% 100.0%
感覚過敏への配慮

業務指導・相談に関

する担当者の配置

通院・体調への休

憩・休暇等の配慮

業務手順等のわかり

やすい指示・明確化

本人の状況に応じた

業務量調整

同僚への必要な配慮

の説明

静かな休憩場所の確

保



【第４章】項目：配慮事項② 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.290 L.4 「静かな休憩場所の確保」が 206 名（58.2%）で６割弱、 「静かな休憩場所の確保」が 205 名（57.9%）で６割弱、 

 

【第４章】項目：フルタイム勤務への移行 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.294 表４－36  

 

 

 

 

 

 

 

図４-40  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L.1～3 一方、フルタイムへの移行を希望する者は 81 名（22.9%）であった。また、

現状のまま短時間での勤務を希望する者は 88 名（24.9%）であった。 

一方、フルタイムへの移行を希望する者は 80 名（22.6%）であった。また、

現状のまま短時間での勤務を希望する者は 89 名（25.1%）であった。 

 

  

移行希望 80 22.6%

移行困難 118 33.3%

短時間希望 89 25.1%

不明 54 15.3%

その他 9 2.5%

無回答 4 1.1%

合計 354 100.0%

移行希望 81 22.9%

移行困難 118 33.3%

短時間希望 88 24.9%

不明 54 15.3%

その他 9 2.5%

無回答 4 1.1%

合計 354 100.0%



【第４章】項目：単純集計のまとめ（参加者の属性） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.295 L.6～7 ③ 申請した理由は、「精神疾患等の不調のため」が７割を超え

えており、最も多かった。 

③ 申請した理由は、「就職に必要だと考えたから」が６割程度を占

め、最も多かった。 

 

【第４章】項目：継続意志と各変数との関係（性別との関係）① 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.298 L.1～2 次いで「継続希望」とするグループが約 40.6 歳であった。 次いで「継続希望」とするグループのが約 40.6 歳であった。 

表４－38 

 

 

 

P.299 図４－42  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続希望 継続困難 不明 合計

男性 120 13 52 185

64.9% 7.0% 28.1% 100.0%

女性 90 12 44 146

61.6% 8.2% 30.1% 100.0%

合計 210 25 96 331

63.4% 7.6% 29.0% 100.0%



【第４章】項目：継続意志と各変数との関係（性別との関係）② 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.299 L.1～4 

 

「継続希望」と回答した者が男女ともに最も多く、男性で 121 名（65.1%）、

女性で 89 名（61.4%）であった。次いで「不明」が多く、男性が 52 名

（28.0%）、女性が 44 名（30.3%）であった。「継続困難」が最も少なく、男性

が 13 名（7.0%）、女性が 12 名（8.3%）であった。この回答比率について、

χ2 検定を行ったところ、男性と女性で有意な差は認められなかった（χ2 

(2)=0.512,p>0.10,V=0.039）。 

「継続希望」と回答した者が男女ともに最も多く、男性で 120 名（64.9%）、

女性で 90 名（61.6%）であった。次いで「不明」が多く、男性が 52 名

（28.1%）、女性が 44 名（30.1%）であった。「継続困難」が最も少なく、男性

が 13 名（7.0%）、女性が 12 名（8.2%）であった。この回答比率について、

χ2 検定を行ったところ、男性と女性で有意な差は認められなかった（χ2 

(2)=0.403,p>0.10,V=0.035）。 

 

【第４章】項目：継続意志と各変数との関係（労働時間満足度との関係）① 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.303 

 

表４－42  

 

 

 

 

 

 

  

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

継続希望 85 102 22 4 213

39.9% 47.9% 10.3% 1.9% 100.0%

継続困難 4 9 8 4 25

16.0% 36.0% 32.0% 16.0% 100.0%

不明 15 54 26 1 96

15.6% 56.3% 27.1% 1.0% 100.0%

合計 104 165 56 9 334

31.1% 49.4% 16.8% 2.7% 100.0%

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

継続希望 85 102 22 4 213

39.9% 47.9% 10.3% 1.9% 100.0%

継続困難 4 8 9 4 25

16.0% 32.0% 36.0% 16.0% 100.0%

不明 15 53 27 1 96

15.6% 55.2% 28.1% 1.0% 100.0%

合計 104 163 58 9 334

31.1% 48.8% 17.4% 2.7% 100.0%



【第４章】項目：継続意志と各変数との関係（労働時間満足度との関係）② 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.303 図４－46  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（年齢との関係）① 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.307 L.3～5 この項での最大サンプルサイズは、本章第３節１（５）を参照し、移行希

望 81 名、移行困難 118 名、短時間希望 88 名、不明 54 名、合計 341 名

とする。以下に述べる各分析のサンプルサイズは、この最大サンプルサイ

ズから、継続意志との関係を検討する変数の無効回答数を除外したもの

となる。 

この項での最大サンプルサイズは、本章第３節１（５）を参照し、移行希

望 80 名、移行困難 118 名、短時間希望 89 名、不明 54 名、合計 341 名

とする。以下に述べる各分析のサンプルサイズは、この最大サンプルサイ

ズから、継続意志との関係を検討する変数の無効回答数を除外したもの

となる。 

表４－45  

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－50 

  

 

 

移行希望 移行困難 短時間希望 不明

ｎ 81 118 88 54

平均年齢 38.1 39.7 43.4 40.5

標準偏差 8.221 10.524 10.536 11.116

標準誤差 0.913 0.969 1.123 1.513

移行希望 移行困難 短時間希望 不明

ｎ 80 118 89 54

平均年齢 38.3 39.7 43.2 40.5

標準偏差 8.157 10.534 10.619 11.116

標準誤差 0.912 0.970 1.126 1.513



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（年齢との関係）② 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.307 L.10～14 平均年齢は、「短時間希望」とするグループが約 43.4 歳と最も高く、次い

で「不明」とするグループが約 40.5 歳、「移行困難」とするグループが約 39.7

歳であった。「移行希望」とするグループは、約 38.1 歳で最も低かった。ルビ

ーン検定により不等分散が確認されたため（F(3,337)=2.082,p>0.05）、対

応のない一元配置分散分析を行ったところ、４グループ間の差は有意であっ

た（F(3,337)=4.027,p>0.05,η2=0.035）。 

平均年齢は、「短時間希望」とするグループが約 43.2 歳と最も高く、次い

で「不明」とするグループが約 40.5 歳、「移行困難」とするグループが約 39.7

歳であった。「移行希望」とするグループは、約 38.3 歳で最も低かった。ルビ

ーン検定により不等分散が確認されたため（F(3,337)=2.381,p>0.05）、対

応のない一元配置分散分析を行ったところ、４グループ間の差は有意であっ

た（F(2,333)=3.554,p>0.05,η2=0.031）。 

 

 

 

 

  



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（性別との関係） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.308 表４-46  

 

図４-51 
  

 

 

 

 

 

L.8～11 「移行希望」の回答比率が、男性で 26.5%、女性で 19.9%であ

り、男性に比べ女性で低くなっているように見える。しかし、全

体的な傾向としては、性別間で大きな差は無いように見える。こ

れについて、統計的に検討するため、χ2検定を行ったところ、有

意な差は認められなかった（χ2 (3)=5.718,p>0.05,V=0.130）。 

「移行希望」の回答比率が、男性で 26.6%、女性で 19.1%であり、

男性に比べ女性で低くなっているように見える。しかし、全体的な

傾向としては、性別間で大きな差は無いように見える。これについ

て、統計的に検討するため、χ2 検定を行ったところ、有意な差は

認められなかった（χ2 (3)=6.511,p>0.05,V=0.139）。 

  

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

男性 49 63 40 32 184

26.6% 34.2% 21.7% 17.4% 100.0%

女性 29 54 49 20 152

19.1% 35.5% 32.2% 13.2% 100.0%

合計 78 117 89 52 336

23.2% 34.8% 26.5% 15.5% 100.0%

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

男性 49 64 40 32 185

26.5% 34.6% 21.6% 17.3% 100.0%

女性 30 53 48 20 151

19.9% 35.1% 31.8% 13.2% 100.0%

合計 79 117 88 52 336

23.5% 34.8% 26.2% 15.5% 100.0%



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（障害との関係）① 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.309 

 

表４-47 表４－47 障害種類別のフルタイム移行意志    （人） 

 

 

 

 

 

表４－47 障害種類別の継続意志        （人） 

 

図４-52 
 

 

 

 

 

 

 

図４－52 障害種類別のフルタイム移行意志 

 

 

 

 

 

 

  

図４－52 障害種類別の継続意志 

 

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

気分障害 19 35 16 12 82

23.2% 42.7% 19.5% 14.6% 100.0%

統合失調症 35 40 44 22 141

24.8% 28.4% 31.2% 15.6% 100.0%

てんかん 1 4 2 1 8

12.5% 50.0% 25.0% 12.5% 100.0%

発達障害 15 27 14 14 70

21.4% 38.6% 20.0% 20.0% 100.0%

高次脳機能障害 2 4 2 3 11

18.2% 36.4% 18.2% 27.3% 100.0%

合計 72 110 78 52 312

23.1% 35.3% 25.0% 16.7% 100.0%

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

気分障害 19 35 16 12 82

23.2% 42.7% 19.5% 14.6% 100.0%

統合失調症 35 40 44 22 141

24.8% 28.4% 31.2% 15.6% 100.0%

てんかん 1 4 2 1 8

12.5% 50.0% 25.0% 12.5% 100.0%

発達障害 14 28 14 14 70

20.0% 40.0% 20.0% 20.0% 100.0%

高次脳機能障害 2 4 2 3 11

18.2% 36.4% 18.2% 27.3% 100.0%

合計 71 111 78 52 312

22.8% 35.6% 25.0% 16.7% 100.0%



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（障害との関係）② 

 

  

ページ 該当箇所 正 誤 

P.310  L.5～6 その結果、障害種別の間に有意な差は認められなかった（χ2 

(6)=8.238,p>0.10,V=0.119）。 

その結果、障害種別の間に有意な差は認められなかった（χ2 

(6)=8.683,p>0.10,V=0.122）。 



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（雇用形態との関係） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.310 表４－48  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.311 図４－53  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L.2～3 「移行困難」が最も多くなっており（85 名,35.7％）、次いで 「移行困難」が最も多くなっており（86 名,36.1％）、次いで 

  

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

正社員 3 1 2 1 7

42.9% 14.3% 28.6% 14.3% 100.0%

嘱託社員 0 2 1 0 3

0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 100.0%

契約社員 8 8 2 5 23

34.8% 34.8% 8.7% 21.7% 100.0%

パート社員 51 85 67 35 238

21.4% 35.7% 28.2% 14.7% 100.0%

アルバイト社員 12 11 12 6 41

29.3% 26.8% 29.3% 14.6% 100.0%

その他 6 8 3 5 22

27.3% 36.4% 13.6% 22.7% 100.0%

合計 80 115 87 52 334

24.0% 34.4% 26.0% 15.6% 100.0%

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

正社員 3 1 2 1 7

42.9% 14.3% 28.6% 14.3% 100.0%

嘱託社員 0 2 1 0 3

0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 100.0%

契約社員 8 8 2 5 23

34.8% 34.8% 8.7% 21.7% 100.0%

パート社員 50 86 67 35 238

21.0% 36.1% 28.2% 14.7% 100.0%

アルバイト社員 12 11 12 6 41

29.3% 26.8% 29.3% 14.6% 100.0%

その他 6 7 4 5 22

27.3% 31.8% 18.2% 22.7% 100.0%

合計 79 115 88 52 334

23.7% 34.4% 26.3% 15.6% 100.0%



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（職務満足度との関係） 

 

  

ページ 該当箇所 正 誤 

P.312 表４-49  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－54 
 

 

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

移行希望 23 47 8 3 81

28.4% 58.0% 9.9% 3.7% 100.0%

移行困難 33 61 19 3 116

28.4% 52.6% 16.4% 2.6% 100.0%

短時間希望 34 44 8 2 88

38.6% 50.0% 9.1% 2.3% 100.0%

不明 18 26 7 2 53

34.0% 49.1% 13.2% 3.8% 100.0%

合計 108 178 42 10 338

32.0% 52.7% 12.4% 3.0% 100.0%

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

移行希望 22 47 8 3 80

27.5% 58.8% 10.0% 3.8% 100.0%

移行困難 34 60 19 3 116

29.3% 51.7% 16.4% 2.6% 100.0%

短時間希望 34 45 8 2 89

38.2% 50.6% 9.0% 2.2% 100.0%

不明 18 26 7 2 53

34.0% 49.1% 13.2% 3.8% 100.0%

合計 108 178 42 10 338

32.0% 52.7% 12.4% 3.0% 100.0%



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（労働時間満足度との関係） 

  

 該当箇所 正 誤 

P.312 表４－50  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.313 図４-55 

 

 

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

移行希望 9 36 27 9 81

11.1% 44.4% 33.3% 11.1% 100.0%

移行困難 26 72 18 0 116

22.4% 62.1% 15.5% 0.0% 100.0%

短時間希望 46 36 5 1 88

52.3% 40.9% 5.7% 1.1% 100.0%

不明 21 20 13 0 54

38.9% 37.0% 24.1% 0.0% 100.0%

合計 102 164 63 10 339

30.1% 48.4% 18.6% 2.9% 100.0%

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

移行希望 9 35 27 9 80

11.3% 43.8% 33.8% 11.3% 100.0%

移行困難 26 70 20 0 116

22.4% 60.3% 17.2% 0.0% 100.0%

短時間希望 46 37 5 1 89

51.7% 41.6% 5.6% 1.1% 100.0%

不明 21 20 13 0 54

38.9% 37.0% 24.1% 0.0% 100.0%

合計 102 162 65 10 339

30.1% 47.8% 19.2% 2.9% 100.0%



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（賃金満足度との関係） 

 

  

ページ 該当箇所 正 誤 

P.313 表４－51  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－56  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

移行希望 11 24 30 15 80

13.8% 30.0% 37.5% 18.8% 100.0%

移行困難 12 42 50 13 117

10.3% 35.9% 42.7% 11.1% 100.0%

短時間希望 23 51 10 4 88

26.1% 58.0% 11.4% 4.5% 100.0%

不明 7 26 13 7 53

13.2% 49.1% 24.5% 13.2% 100.0%

合計 53 143 103 39 338

15.7% 42.3% 30.5% 11.5% 100.0%

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

移行希望 11 23 30 15 79

13.9% 29.1% 38.0% 19.0% 100.0%

移行困難 12 43 49 13 117

10.3% 36.8% 41.9% 11.1% 100.0%

短時間希望 23 51 11 4 89

25.8% 57.3% 12.4% 4.5% 100.0%

不明 7 26 13 7 53

13.2% 49.1% 24.5% 13.2% 100.0%

合計 53 143 103 39 338

15.7% 42.3% 30.5% 11.5% 100.0%



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（働きがいとの関係） 

 

 

 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.314 表４－52  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.315 図４－57  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L.4～6 ここでは、継続意志のカテゴリー間で働きがいについての回答の等分

散性が確認できたため（ルビーン検定：F(3,333)=3.617,p>0.05）、ク

ラスカル・ウォリス検定を行ったところ、有意な差が認められた（χ2 

(3)=9.330,p<0.05,η2=0.028）。 

ここでは、継続意志のカテゴリー間で働きがいについての回答の等分

散性が確認できたため（ルビーン検定：F(3,333)=0.283,p>0.10）、ク

ラスカル・ウォリス検定を行ったところ、有意な差が認められた（χ2 

(3)=8.532,p<0.05,η2=0.025）。 

とても感じる やや感じる あまり感じない 全く感じない 合計

移行希望 27 37 14 2 80

33.8% 46.3% 17.5% 2.5% 100.0%

移行困難 27 61 26 3 117

23.1% 52.1% 22.2% 2.6% 100.0%

短時間希望 32 46 7 1 86

37.2% 53.5% 8.1% 1.2% 100.0%

不明 18 28 7 1 54

33.3% 51.9% 13.0% 1.9% 100.0%

合計 104 172 54 7 337

30.9% 51.0% 16.0% 2.1% 100.0%

とても感じる やや感じる あまり感じない 全く感じない 合計

移行希望 26 37 14 2 79

32.9% 46.8% 17.7% 2.5% 100.0%

移行困難 28 60 26 3 117

23.9% 51.3% 22.2% 2.6% 100.0%

短時間希望 32 47 7 1 87

36.8% 54.0% 8.0% 1.1% 100.0%

不明 18 28 7 1 54

33.3% 51.9% 13.0% 1.9% 100.0%

合計 104 172 54 7 337

30.9% 51.0% 16.0% 2.1% 100.0%



【第４章】項目：フルタイム移行意志と各変数との関係（就労関連項目との関係） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.316 図４-58   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【第４章】項目：継続の意志とフルタイムへの移行の意志の関係① 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.319 

 

 

表４-53  

 

 

 

 

 

図４-59 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

継続希望 49 70 64 24 207

23.7% 33.8% 30.9% 11.6% 100.0%

継続困難 11 10 2 2 25

44.0% 40.0% 8.0% 8.0% 100.0%

不明 16 34 21 25 96

16.7% 35.4% 21.9% 26.0% 100.0%

合計 76 114 87 51 328

23.2% 34.8% 26.5% 15.5% 100.0%

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

継続希望 48 70 65 24 207

23.2% 33.8% 31.4% 11.6% 100.0%

継続困難 11 10 2 2 25

44.0% 40.0% 8.0% 8.0% 100.0%

不明 16 34 21 25 96

16.7% 35.4% 21.9% 26.0% 100.0%

合計 75 114 88 51 328

22.9% 34.8% 26.8% 15.5% 100.0%



【第４章】項目：継続の意志とフルタイムへの移行の意志の関係② 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.319 L.6～8 継続意志について「継続希望」と回答した者は、フルタイム移行意志

については「移行希望」の回答がやや少なく（23.7%）、「移行困難」

（33.8%）、「短時間希望」（30.9%）の回答がそれぞれ３割程度と拮抗して

いる。 

継続意志について「継続希望」と回答した者は、フルタイム移行意志

については「移行希望」の回答がやや少なく（23.2%）、「移行困難」

（33.8%）、「短時間希望」（31.4%）の回答がそれぞれ３割程度と拮抗して

いる。 

P. 320 L.4～5 継続意志とフルタイム移行意志の両変数間に関係があるか否か統

計的に検討するため、独立性の検定（χ2検定）を行ったところ、両者の

関係は有意であった（χ2 (3)=22.038,p<0.01,V=0.183）。 

継続意志とフルタイム移行意志の両変数間に関係があるか否か統

計的に検討するため、独立性の検定（χ2 検定）を行ったところ、両者

の関係は有意であった（χ2 (3)=18.603,p<0.01,V=0.168）。 

 

【第４章】項目：特例適用者と精神障害のある短時間労働者（職務満足度） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.321 表４-54 

  

P. 322 図４-60  
 

 

 

 

 

  

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

20時間以上30時間未満（特例適用者） 116 181 43 11 351

33.0% 51.6% 12.3% 3.1% 100.0%

20時間以上30時間未満（特例適用者以外） 51 79 11 4 145

35.2% 54.5% 7.6% 2.8% 100.0%

全体 167 260 54 15 496

33.7% 52.4% 10.9% 3.0% 100.0%

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

20時間以上30時間未満（特例適用者） 116 181 43 11 351

33.0% 51.6% 12.3% 3.1% 100.0%

20時間以上30時間未満（特例適用者以外） 52 78 11 4 145

35.9% 53.8% 7.6% 2.8% 100.0%

全体 168 259 54 15 496

33.9% 52.2% 10.9% 3.0% 100.0%



【第４章】項目：特例適用者と精神障害のある短時間労働者（労働時間満足度） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.322 表４-55   

図４-61  
 

 

 

 

 

 

 

  

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

20時間以上30時間未満（特例適用者） 106 170 65 11 352

30.1% 48.3% 18.5% 3.1% 100.0%

20時間以上30時間未満（特例適用者以外） 45 75 23 3 146

30.8% 51.4% 15.8% 2.1% 100.0%

全体 151 245 88 14 498

30.3% 49.2% 17.7% 2.8% 100.0%

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

20時間以上30時間未満（特例適用者） 106 168 67 11 352

30.1% 47.7% 19.0% 3.1% 100.0%

20時間以上30時間未満（特例適用者以外） 45 75 23 3 146

30.8% 51.4% 15.8% 2.1% 100.0%

全体 151 243 90 14 498

30.3% 48.8% 18.1% 2.8% 100.0%



【第４章】項目：特例適用者と精神障害のある短時間労働者（賃金満足度） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.323 表４-56 
  

図４-62 
  

 

 

 

 

 

 

  

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

20時間以上30時間未満（特例適用者） 56 148 107 40 351

16.0% 42.2% 30.5% 11.4% 100.0%

20時間以上30時間未満（特例適用者以外） 25 67 40 14 146

17.1% 45.9% 27.4% 9.6% 100.0%

全体 81 215 147 54 497

16.3% 43.3% 29.6% 10.9% 100.0%

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 合計

20時間以上30時間未満（特例適用者） 56 148 107 40 351

16.0% 42.2% 30.5% 11.4% 100.0%

20時間以上30時間未満（特例適用者以外） 25 66 41 14 146

17.1% 45.2% 28.1% 9.6% 100.0%

全体 81 214 148 54 497

16.3% 43.1% 29.8% 10.9% 100.0%



【第４章】項目：特例適用者と精神障害のある短時間労働者（フルタイム移行意志） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.324 表４-58 
  

図４-64 
  

 

 

 

 

P.325 L.3～5 このことを、独立性の検定（χ2検定）を用いて統計的に確認し

たところ、特例適用者と特例適用者以外の回答比率は、各満足度

及び継続意志では有意差が確認されなかったが、フルタイム移行

意志では 10％水準の有意傾向が確認された（χ2 (3)=9.071, 

p=0.059,V=0.136）。 

このことを、独立性の検定（χ2検定）を用いて統計的に確認した

ところ、特例適用者と特例適用者以外の回答比率は、各満足度及

び継続意志では有意差が確認されなかったが、フルタイム移行意

志では有意差が確認された（χ2 (3)=8.467,p<0.05,V=0.133）。 

 

 

  

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 その他 合計

20時間以上30時間未満（特例適用者） 81 118 88 54 9 350

23.1% 33.7% 25.1% 15.4% 2.6% 100.0%

20時間以上30時間未満（特例適用者以外） 18 61 40 18 5 142

12.7% 43.0% 28.2% 12.7% 3.5% 100.0%

全体 99 179 128 72 14 492

20.1% 36.4% 26.0% 14.6% 2.8% 100.0%

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 その他 合計

20時間以上30時間未満（特例適用者） 80 118 89 54 9 350

22.9% 33.7% 25.4% 15.4% 2.6% 100.0%

20時間以上30時間未満（特例適用者以外） 18 61 40 18 5 142

12.7% 43.0% 28.2% 12.7% 3.5% 100.0%

全体 98 179 129 72 14 492

19.9% 36.4% 26.2% 14.6% 2.8% 100.0%



【第４章】項目：時間経過の影響（勤続年数ごとのフルタイム移行意志） 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.328 表４-61 

  

図４-67 
  

 

 

 

 

 

 

 

  

フルタイム希望 フルタイム困難 短時間継続 不明 その他 無効回答 合計

１年未満 21 32 20 17 3 2 95

22.1% 33.7% 21.1% 17.9% 3.2% 2.1% 100.0%

１年以上２年未満 42 48 38 27 4 1 160

26.3% 30.0% 23.8% 16.9% 2.5% 0.6% 100.0%

２年以上３年未満 18 37 30 10 2 1 98

18.4% 37.8% 30.6% 10.2% 2.0% 1.0% 100.0%

３年以上 0 1 0 0 0 0 1

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

合計 81 118 88 54 9 4 354

22.9% 33.3% 24.9% 15.3% 2.5% 1.1% 100.0%

フルタイム希望 フルタイム困難 短時間継続 不明 その他 無効回答 合計

１年未満 20 32 21 17 3 2 95

21.1% 33.7% 22.1% 17.9% 3.2% 2.1% 100.0%

１年以上２年未満 42 48 38 27 4 1 160

26.3% 30.0% 23.8% 16.9% 2.5% 0.6% 100.0%

２年以上３年未満 18 37 30 10 2 1 98

18.4% 37.8% 30.6% 10.2% 2.0% 1.0% 100.0%

３年以上 0 1 0 0 0 0 1

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

合計 80 118 89 54 9 4 354

22.6% 33.3% 25.1% 15.3% 2.5% 1.1% 100.0%



【第４章】項目：フルタイム移行意志について① 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.333 L.22 コード数は 288 となっている。 コード数は 289 となっている。 

P.334 

 

表４－63  

 

 

P.336 

 

図 4-69 

グラフ部分 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-69 

コード部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 移行希望

収入を得たい 33 49.3%

やりがいや充実感を得たい 9 13.4%

自活・自立したい 8 11.9%

勤務時間の延長を希望 5 7.5%

将来が心配 3 4.5%

生活の向上 3 4.5%

社会保障を得たい 3 4.5%

家庭との両立 1 1.5%

その他 2 3.0%

計 67 100.0%

移行希望

収入を得たい 33 48.5%

やりがいや充実感を得たい 10 14.7%

自活・自立したい 8 11.8%

勤務時間の延長を希望 5 7.4%

将来が心配 3 4.4%

生活の向上 3 4.4%

社会保障を得たい 3 4.4%

家庭との両立 1 1.5%

その他 2 2.9%

計 68 100.0%

度数 比率

移行希望 68 23.6%

移行困難 107 37.2%

短時間希望 64 22.2%

不明 36 12.5%

その他 13 4.5%

計 288 100.0%

度数 比率

移行希望 67 23.2%

移行困難 108 37.4%

短時間希望 65 22.5%

不明 36 12.5%

その他 13 4.5%

計 289 100.0%



【第４章】項目：フルタイム移行意志について② 

ページ 該当箇所 正 誤 

P336 

 

図 4-69 

コード部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-69 

コード部分 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

移行困難

体調・体力・疾病のため難しい 56 52.3%

自信がない・不安 15 14.0%

現状で仕方がない 8 7.5%

家庭との両立 7 6.5%

仕事や職場の難しさ 6 5.6%

勤務時間の延長を希望 5 4.7%

現状が望ましい 4 3.7%

主治医・家族の判断 2 1.9%

他にやりたいことがある 1 0.9%

その他 3 2.8%

計 107 100.0%

短時間希望

体調・体力・疾病のため難しい 19 29.2%

現状が望ましい 16 24.6%

仕事や職場の難しさ 6 9.2%

現状で仕方がない 5 7.7%

勤務時間の延長を希望 3 4.6%

家庭との両立 3 4.6%

控除等税金対策 3 4.6%

体調が大切 2 3.1%

自信がない・不安 2 3.1%

他にやりたいことがある 2 3.1%

通勤に時間を取られるため 1 1.5%

考えていない 1 1.5%

その他 2 3.1%

計 65 100.0%

短時間希望

体調・体力・疾病のため難しい 18 28.1%

現状が望ましい 16 25.0%

仕事や職場の難しさ 6 9.4%

現状で仕方がない 5 7.8%

勤務時間の延長を希望 3 4.7%

家庭との両立 3 4.7%

控除等税金対策 3 4.7%

体調が大切 2 3.1%

自信がない・不安 2 3.1%

他にやりたいことがある 2 3.1%

通勤に時間を取られるため 1 1.6%

考えていない 1 1.6%

その他 2 3.1%

計 64 100.0%

移行困難

体調・体力・疾病のため難しい 55 50.9%

現状で仕方がない 15 13.9%

現状が望ましい 8 7.4%

家庭との両立 7 6.5%

自信がない・不安 6 5.6%

勤務時間の延長を希望 5 4.6%

体調が大切 4 3.7%

他にやりたいことがある 4 3.7%

仕事や職場の難しさ 2 1.9%

通勤に時間を取られるため 1 0.9%

その他 1 0.9%

計 108 100.0%



【附録４】 項目：労働時間の満足度 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.521 表附４－２  

 

 

 

 

 

 

 

 

P.522 図附４－２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L.1～2 労働時間を「満足」とする回答（「とても満足」＋「やや満足」）は、特例適

用者で 276 名（78.0%）、適用者以外で 386 名（77.8%）であり、 

労働時間を「満足」とする回答（「とても満足」＋「やや満足」）は、特例適

用者で 274 名（77.4%）、適用者以外で 386 名（77.8%）であり、 

満足計 276 (78.0%) 386 (77.8%) 662 (77.9%)

不満足計 76 (21.5%) 88 (17.7%) 164 (19.3%)

とても満足 106 (29.9%) 152 (30.6%) 258 (30.4%)

やや満足 170 (48.0%) 234 (47.2%) 404 (47.5%)

やや不満足 65 (18.4%) 79 (15.9%) 144 (16.9%)

全く不満足 11 (3.1%) 9 (1.8%) 20 (2.4%)

無回答 2 (0.6%) 22 (4.4%) 24 (2.8%)

合計 354 (100.0%) 496 (100.0%) 850 (100.0%)

特例適用者 特例適用者以外 合計

満足計 274 (77.4%) 386 (77.8%) 660 (77.6%)

不満足計 78 (22.0%) 88 (17.7%) 166 (19.5%)

とても満足 106 (29.9%) 152 (30.6%) 258 (30.4%)

やや満足 168 (47.5%) 234 (47.2%) 402 (47.3%)

やや不満足 67 (18.9%) 79 (15.9%) 146 (17.2%)

全く不満足 11 (3.1%) 9 (1.8%) 20 (2.4%)

無回答 2 (0.6%) 22 (4.4%) 24 (2.8%)

合計 354 (100.0%) 496 (100.0%) 850 (100.0%)

特例適用者 特例適用者以外 合計

※ 特例適用=特例適用者，適用以外=特例適用者以外

30.4%

30.6%

29.9%

47.3%

47.2%

47.5%

17.2%

15.9%

18.9%

2.4%

1.8%

3.1%

2.8%

4.4%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

適用以外

特例適用

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答

（n=354）

（n=496）

（n=850）

※ 特例適用=特例適用者，適用以外=特例適用者以外

30.4%

30.6%

29.9%

47.5%

47.2%

48.0%

16.9%

15.9%

18.4%

2.4%

1.8%

3.1%

2.8%

4.4%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

適用以外

特例適用

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答

（n=354）

（n=496）

（n=850）



【附録４】項目：労働時間区分ごとの満足度① 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.523 表附４－３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図附４－３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 特例適用=特例適用者，適用以外=特例適用者以外

16.1%

37.1%

29.8%

30.4%

29.9%

29.3%

42.2%

12.9%

42.9%

54.4%

50.7%

48.0%

48.0%

42.2%

12.9%

17.1%

14.0%

15.5%

18.4%

20.3%

11.1%

3.2%

1.8%

2.0%

3.1%

2.4%

54.8%

2.9%

1.4%

0.6%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答

40時間

30～40時間

20～30時間（適用以外）

20～30時間（特例適用）

10～20時間

10時間未満

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答

(n=45)

(n=123)

(n=354)

(n=148)

(n=114)

(n=35)

(n=31)

※ 特例適用=特例適用者，適用以外=特例適用者以外

16.1%

37.1%

29.8%

30.4%

29.9%

29.3%

42.2%

12.9%

42.9%

54.4%

50.7%

47.5%

48.0%

42.2%

12.9%

17.1%

14.0%

15.5%

18.9%

20.3%

11.1%

3.2%

1.8%

2.0%

3.1%

2.4%

54.8%

2.9%

1.4%

0.6%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答

40時間

30～40時間

20～30時間（適用以外）

20～30時間（特例適用）

10～20時間

10時間未満

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答

(n=45)

(n=123)

(n=354)

(n=148)

(n=114)

(n=35)

(n=31)

満足計 不満足計 とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答 合計

10時間未満 38 5 19 19 5 0 2 45

(84.4%) (11.1%) (42.2%) (42.2%) (11.1%) (0.0%) (4.4%) (100.0%)

10～20時間 95 28 36 59 25 3 0 123

(77.2%) (22.8%) (29.3%) (48.0%) (20.3%) (2.4%) (0.0%) (100.0%)

20～30時間 274 78 106 168 67 11 2 354

　(特例適用者) (77.4%) (22.0%) (29.9%) (47.5%) (18.9%) (3.1%) (0.6%) (100.0%)

20～30時間 120 26 45 75 23 3 2 148

　(特例適用者以外) (81.1%) (17.6%) (30.4%) (50.7%) (15.5%) (2.0%) (1.4%) (100.0%)

30～40時間 96 18 34 62 16 2 0 114

(84.2%) (15.8%) (29.8%) (54.4%) (14.0%) (1.8%) (0.0%) (100.0%)

40時間 28 6 13 15 6 0 1 35

(80.0%) (17.1%) (37.1%) (42.9%) (17.1%) (0.0%) (2.9%) (100.0%)

無回答 9 5 5 4 4 1 17 31

(29.0%) (16.1%) (16.1%) (12.9%) (12.9%) (3.2%) (54.8%) (100.0%)

合計 660 166 258 402 146 20 24 850

(77.6%) (19.5%) (30.4%) (47.3%) (17.2%) (2.4%) (2.8%) (100.0%)

満足計 不満足計 とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答 合計

10時間未満 38 5 19 19 5 0 2 45

(84.4%) (11.1%) (42.2%) (42.2%) (11.1%) (0.0%) (4.4%) (100.0%)

10～20時間 95 28 36 59 25 3 0 123

(77.2%) (22.8%) (29.3%) (48.0%) (20.3%) (2.4%) (0.0%) (100.0%)

20～30時間 276 76 106 170 65 11 2 354

　(特例適用者) (78.0%) (21.5%) (29.9%) (48.0%) (18.4%) (3.1%) (0.6%) (100.0%)

20～30時間 120 26 45 75 23 3 2 148

　(特例適用者以外) (81.1%) (17.6%) (30.4%) (50.7%) (15.5%) (2.0%) (1.4%) (100.0%)

30～40時間 96 18 34 62 16 2 0 114

(84.2%) (15.8%) (29.8%) (54.4%) (14.0%) (1.8%) (0.0%) (100.0%)

40時間 28 6 13 15 6 0 1 35

(80.0%) (17.1%) (37.1%) (42.9%) (17.1%) (0.0%) (2.9%) (100.0%)

無回答 9 5 5 4 4 1 17 31

(29.0%) (16.1%) (16.1%) (12.9%) (12.9%) (3.2%) (54.8%) (100.0%)

合計 662 164 258 404 144 20 24 850

(77.9%) (19.3%) (30.4%) (47.5%) (16.9%) (2.4%) (2.8%) (100.0%)



【附録４】項目：労働時間区分ごとの満足度② 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.523 L.1～2 「満足」（「とても満足」＋「やや満足」）とする者がいずれの労働時間区

分でも８割から９割であり（10 時間未満：84.4%、10～20 時間：77.2%、20～

30 時間（特例適用）：78.0%、20～30 時間（適用以外）：81.1%、30～40 時

間：84.2%、40 時間：80.0%）、 

「満足」（「とても満足」＋「やや満足」）とする者がいずれの労働時間区

分でも８割から９割であり（10 時間未満：84.4%、10～20 時間：77.2%、20～

30 時間（特例適用）：77.2%、20～30 時間（適用以外）：81.1%、30～40 時

間：84.2%、40 時間：80.0%）、 

 

【附録４】項目：フルタイム移行意志との関係（労働時間区分ごとのフルタイム移行意志）① 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.526 表附４－５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

10時間未満 5 15 10 10 40

(12.5%) (37.5%) (25.0%) (25.0%) (100.0%)

10～20時間 23 41 37 15 116

(19.8%) (35.3%) (31.9%) (12.9%) (100.0%)

20～30時間 81 118 88 54 341

　(特例適用者) (23.8%) (34.6%) (25.8%) (15.8%) (100.0%)

20～30時間 18 61 40 18 137

　(特例適用者以外) (13.1%) (44.5%) (29.2%) (13.1%) (100.0%)

30-40時間 40 28 14 16 98

(40.8%) (28.6%) (14.3%) (16.3%) (100.0%)

合計 167 263 189 113 732

(22.8%) (35.9%) (25.8%) (15.4%) (100.0%)

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

10時間未満 5 15 10 10 40

(12.5%) (37.5%) (25.0%) (25.0%) (100.0%)

10～20時間 23 41 37 15 116

(19.8%) (35.3%) (31.9%) (12.9%) (100.0%)

20～30時間 80 118 89 54 341

　(特例適用者) (23.5%) (34.6%) (26.1%) (15.8%) (100.0%)

20～30時間 18 61 40 18 137

　(特例適用者以外) (13.1%) (44.5%) (29.2%) (13.1%) (100.0%)

30-40時間 40 28 14 16 98

(40.8%) (28.6%) (14.3%) (16.3%) (100.0%)

合計 166 263 190 113 732

(22.7%) (35.9%) (26.0%) (15.4%) (100.0%)



【附録４】項目：フルタイム移行意志との関係（労働時間区分ごとのフルタイム移行意志）② 

ページ 該当箇所 正 誤 

P.526 図附４－５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 特例適用=特例適用者，適用以外=特例適用者以外
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13.1%
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12.9%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30～40時間

20～30時間(適用以外)

20～30時間(特例適用)

10～20時間

10時間未満

移行希望 移行困難 短時間希望 不明

(n= 40)

(n= 116)

(n= 341)

(n= 137)

(n= 98)

※ 特例適用=特例適用者，適用以外=特例適用者以外
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